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くもりフィルム+カーテンを併用しているケースが大半 

・ワンタッチ操作でプライバシーを確保 
・衛生面において、メンテナンスが楽 

現状 

傷病者室プライバシー確保において 

提案 

発売予定商品 ブラインドフィルム 

ブラインドフィルムにすると 

・カーテン開閉に手間がかかる 
・衛生面において洗浄・交換が必要 

イメージフォト 

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾌｨﾙﾑとは 
調光ﾌｨﾙﾑをｶﾞﾗｽに貼付し電源の ON / OFF で、透明・くもりを瞬時に切替え 
ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰを確保がするものです 

【製品の特長】 
☆『衛生管理』『プライバシー保護』『同乗者への配慮』を 
                         「安全に、素早く、簡単に」行えます 
 ・車載専用設計の調光フィルム採用（新規設計） 
  →「救急車ならでは」の薬剤、オゾン耐性試験をしている日本国内生産品です 
 ・スイッチひとつで瞬時に変化 
  →スイッチ操作で簡単に「透明⇔白濁」切替可能、プライバシーを素早く守ります 
  →光を取り入れたい、外を見たいシチュエーションにおいても、お手を煩わせません 
 ・さっとひと拭き、簡単お手入れ 
  →血液や吐しゃ物で汚れてしまった場合でも、特別な用意なく拭き掃除できます 

＜透明⇔白濁が瞬時に切替可能＞ 



ビーコンヒーター 

・被視認性の低下 
・停車活動時のリスク向上 

・「着雪」により警光灯が見えづらくなる 
・「雨」で外側が曇ってしまう 

・「融雪」「防曇」で被視認性を維持！ 
・お天気特有の困りごと解消！ 

発売予定商品 

【製品の特長】 
☆当該車両はもちろん、周辺環境に対しても安全性向上します 
 ・透明性の高いフィルム式ヒーター採用 
  →装着時、警光灯の光を遮りにくい構造です 
 ・即効性の高いフィルム性能 
  →「着雪」「雨曇り」に威力を発揮します 

現状 

提案 

お天気特有の困りごと 

「着雪」により警光灯が見えづらくなる 
「雨」で外側が曇ってしまう 

ビーコンヒーターにすると 

△1 グラフ修正 井上 20/01/21 

現着 

融雪温度 

現着～接触 接触～車内収容 車内収容～現発

1.2[分] 6.4[分] 9.4[分]

停車

17[分]



ピラーが死角になっている 

・視線の先に自然と映る向こう側！ 
・死角低減によるスムーズな運転！ 

現状 

交差点侵入、右折時、ピラーの影に何かないか心配… 

提案 

開発中商品 シースルーピラー 

シースルーピラーにすると 

（右折・交差点進入時、峠道 他） 
・恐る恐る覗き込みながらピラーの死角を探る 
・視界に入る情報が少ないので常にドキドキ 

【製品の特徴】 
☆情報量UPにより安全度UP！より安全な運行をサポートします 
 ・ピラーを透過させ、死角を軽減 
  →視える情報量UP！ドライバーの危険・心理的不安を軽減します 
 ・電気デバイスではない、自然な見え方！ 
  →ミラー(鏡)のため、消費電力、表示遅れゼロ！ 
  →飛び出しなど「瞬時の判断を要する場合」に非常に効果的です 

※本製品は死角低減を目的としているため、事故防止装置のような機能は有していません 


